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20240228＠第1回DEI推進フォーラム（修正版）

DEI推進センターより本⽇の報告内容 2

Ⅰ。R4年のアンケート調査から⾒る東北⼤学教職員の現状
１）東北⼤学教職員におけるジェンダー差の現状
２）東北⼤学教職員におけるワークライフバランス
３）センターや⼤学の男⼥共同参画取り組みに対する認知度
４）DEI意識とニーズ

Ⅱ。センターの取り組みからの課題

Ⅲ。まとめとしての提⾔



Ⅰ。R4年のアンケート調査
から⾒る東北⼤学教職員の
現状
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全教員（＋特任研究員、博⼠研究員、学術研究員）3764名中
429名回答⇨ 11.3%の回答率
職員（常勤＋⾮常勤）10206名⇨ 620名回答
回答率6.1%

１）東北⼤学教職員におけ
るジェンダー差の現状
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研究職における性差 5

男

66.4

%

⼥

31.0

%

回答しない

2.3%

無回答

0.4

Ø 調査対象となる東北⼤学の教員数からす
ると全男性研究者の9.7%、また⼥性研
究者では15.9%がアンケートに回答 

Ø ⼥性研究者の本学でのキャリアは5年未
満が23.3%で最も多く、30年以上は
5.3%であった。これに対し、キャリア
5年未満の男性研究者は13.7%、 30年
以上は19.3％と対照的 

23.3%

13.7%

16.3%

18.0%

19.3%

18.4%

12.8%

13.7%

13.3%

15.0%

12.3%

13.1%

21.1%

20.7%

21.4%

5.3%

19.3%

14.9%

3.8%

0.7%

1.9%

0.8%

0.4%

0.5%

0.2%

⼥性

男性

全体

5年未満 5年以上〜10年未満 10年以上〜15年未満 15年以上〜20年未満 20年以上〜30年未満

30年以上 回答しない その他 無記⼊

研究キャリア

回答者の性別

研究職

6研究職における性差

52.6%

58.6%

37.4%

44.3%

37.5%

61.1%

2.6%

3.5%

0.8%

0.5%

0.4%

0.8%

全体

男性

⼥性

常勤（任期なし） 常勤（任期あり） ⾮常勤 その他

雇⽤形態

28.9%

34.4%

15.8%

24.2%

23.2%

27.8%

4.9%

2.8%

9.0%

31.7%

30.5%

36.8%

3.3%

2.8%

4.5%

1.9%2.1%

1.5%

3.0%

3.9%

1.5%

1.4%

2.3%

0.7%

0.4%

0.8%

全

体

男

性

⼥

性

教授（特任を含む） 准教授（特任を含む） 講師（特任を含む）
助教（特任を含む） 助⼿ 特任研究員
学術研究員・博⼠研究員 回答しない 無記⼊

職位

Ø 教授職における男⼥差
Ø ⼥性研究者の雇⽤形態

は任期ありが60％を
超える

研究職



7研究職における性差

キャリアを離れた期間

キャリアを離れた経験がある

Ø ⼥性研究者の中で研究
キャリアを離れた経験
がある⼈は男性より２
倍多く、その期間も⻑
い。

Ø ⼥性研究者が研究キャ
リアを離れた理由とし
ては45名中35名が結
婚・出産・育児が理由

33.8%

15.1%

20.7%

62.4%

82.5%

76.2%

1.5%

2.1%

1.9%

2.3%

0.4%

0.9%

0.2%

⼥性

男性

全体

ある ない 回答しない その他 無記⼊

4.2%

1.4%

10.5%

10.3%

8.8%

14.3%

2.3%

1.8%

3.0%

3.5%

2.8%

5.3%

0.2%

0.8%

79.5%

85.3%

66.2%

全体

男性

⼥性

1年未満 1年以上〜4年未満 4年以上〜6年未満

6年以上〜 回答しない 無記⼊

研究職

職員における性差 8

70.2%

90.9%

55.8%

24.4%

8.3%

36.5%

3.1%

0.4%

4.0%

1.8%

0.4%

2.8%

0.6%

0.8%

全体

男性

女性

常勤 非常勤 回答しない その他 無記入

雇⽤形態

41.1%

42.9%

40.2%

19.8%

32.5%

10.8%

7.4%

13.5%

3.4%

2.3%

2.0%

2.0%

29.4%

9.1%

43.6%

全体

男性

女性

一般職（部下を持たない職） 中間管理職（部下を持つ職で管理職未満の職）

管理職（課長級以上、看護師長以上など） 回答しない

無記入

職位

Ø 男性の90％以上が
常勤職であること
に対して、⼥性の
常勤職は55.8％、
⾮常勤は36.５％

Ø 中間管理職と管理
職に占める割合の
男⼥差も⼤きく、
男性の46％は中間
管理職以上のポス
トにいるが、⼥性
の場合は14％にと
どまる 

職員

男

40.6%⼥

56.9%

回答しな… 無回答…



職員における性差 9

22.4%

4.8%

35.7%

21.6%

17.5%

25.2%

25.5%

27.8%

23.8%

17.6%

32.9%

7.1%

5.3%

10.3%

2.0%

7.4%

6.7%

5.9%

0.2%

0.3%

全体

男性

⼥性

200万円未満 200万円〜400万円未満 400万円〜600万円未満

600万円〜800万円未満 800万円以上 回答しない

無記⼊

34.3%

23.0%

29.2%

22.9%

12.7%

18.5%

16.4%

12.3%

14.5%

9.1%

14.7%

11.3%

8.8%

17.5%

12.3%

5.9%

15.9%

10.2%

1.4%

1.2%
2.1%

0.3%
0.4%

0.3%

0.8%

2.4%

1.6%

⼥性

男性

全体

５年未満 ５年〜９年 １０年〜１４年 １５年〜１９年 ２０年〜２９年
３０年〜 回答しない その他 無記⼊

東北大学での勤務年数 

年収の差 

Ø 収⼊では⼥性
職員は年収
200万以下が
35.7%、400
万以下は61％
にのぼる。⼀
⽅男性は400
万以上が71％

Ø 本学でのキャ
リア年数は、
⼥性職員の場
合10年以下が
57％、男性は
10年以上が
60％を超える  

職員

男性稼ぎ主雇⽤形態

２）東北⼤学教職員の
ワークライフバランスと
満⾜度
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11

研究の時間は男性が⼥性より約1時間多く、⼥性は男性より家事・育児・介護
のようなファミリーケアに約1時間多くの時間を費やしている

研究者におけるワークライフバランス

4.1%

3.1%

6.7%

12.8%

12.3%

13.3%

15.4%

13.4%

20.0%

13.3%

14.2%

11.7%

12.8%

11.1%

14.2%

10.3%

10.7%

10.0%

14.4%

15.7%

11.7%

5.4%

5.7%

5.0%

6.9%

7.3%

6.7%

1.0%

1.5%

3.6%

5.0%

0.8%

全体

男性

⼥性

0時間 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間 8時間 9時間 10時間以上

14.3%

9.8%

22.3%

39.1%

33.8%

28.1%

23.3%

24.5%

21.5%

8.9%

13.1%

11.6%

8.1%

9.3%

5.0%

3.9%

4.1%

6.6%

1.2%

3.1%

1.7%

0.4%
0.8%

3.3%

0.8%

1.5%

⼥性

男性

全体

0時間 1時間 2時間 3時間 4時間 5時間 6時間 7時間 8時間 9時間 10時間以上

研
究

家
事
・
育
児
・
介
護

研究職

研究者におけるワークライフバランス 12

Ø ⼦どもの有無と性別で⾒た場合、⼦どもがいる⼥性のファミリー
ケアの時間が⾮常に⻑い

（R4年アンケートより）研究とファミリーケアに費やする平均時間
（性別・⼦ども有無別）

⼦どもがいない
男性

⼦どもがいる
男性

⼦どもがいない
⼥性

⼦どもがいる
⼥性

研究 5.3 3.92 4.69 3.19
ファミリーケア 1.57 1.97 2.38 4.34

研究職



研究者におけるワークライフバランス 13

Ø 全体では67％が「満⾜している」または「どちらかと⾔うと満⾜してい
る」と答えた。これに対し、「あまり満⾜していない」は27.2％、「全
く満⾜していない」は5.8%で、男⼥差はほとんど⾒られなかった 

Ø ⼦育てや介護中の研究者においては、両⽴に困難と不安を訴えるケースも
多い。

「単⾝赴任でも定期的に育児に参加して
いるけど、実習期間とかだと帰れない」
「育休中、まとまった研究時間の確保が
難しい。研究者にとっては死活問題」
「両⽴が難しい理由の⼀番は残業」
「育休を取りづらい⼀番は収⼊が減るこ
とと⼼理的に迷惑をかけるという考え」

TUMUGオンラインランチミーティングでの教職員の声

やることが多すぎて時
間がない。⼦供の体
調により仕事時間が
制限されることも。。。
サポートしてくれる⼈が
必要

男性の教職員
からも

研究職

職員におけるワークライフバランス 14

50%
50%
60%
69%

43%
73%
66%

43%
63%
69%
63%
68%
69%
66%
60%

39%
33%
46%

38%
50%
40%
22%

29%
22%
34%

57%
33%
31%
33%
29%
31%
32%

31%
61%
65%
52%

全体

⼥

男

全体

⼥

男

全体

⼥

男

１
〜
３

時
間
４
〜
６

時
間
７
時
間
8時
間
9時
間
10
時
間

以
上

⼀⽇働いている時間とWLB満⾜度

現在のWLBに満⾜している 現在のWLBに満⾜していない

Ø ⼥性の場合、普段の勤務時
間が4〜6時間の⼈の満⾜度
が⼀番⾼く、男性では9時間
勤務層の満⾜度が⼀番⾼い

Ø 働く時間が10時間以上と
なっている層の満⾜度が男
⼥ともに⼀番低い

Ø ⼦育て⼥性のファミリーケ
ア時間は男性の倍

⼦どものいる
男性（N143)

こどものいな
い男性
（N101)

⼦どものいる
⼥性（N174)

こどものいな
い⼥性
（N168)

⼀⽇家事・育
児・介護に費
やしている時
間（平均）

2.16 2 5 2.55

職員

満⾜

60%

不満⾜

36%

無回答

4%

回答全体のワークライフバランス満⾜度

満⾜ 不満⾜ 無回答



教職員の在宅勤務とワークライフバランス 15

在宅勤務 在宅勤務はWLBの改善に有効︖

そう思う

78.3%

そう思わない

21.7%
研究職

そう思う

82.6%

そう思わない

15.5%

無記⼊  1.9%

職員

Ø 研究職の73％在宅勤務は殆どしな
い

Ø 職員のは67％も在宅勤務は殆どし
ない

Ø WLBに有効と思いながらも実際に
在宅勤務を利⽤しないケースが多
い

＊在宅勤務が難しい理由
・上司や周りに合わせる
・実験や診療など担当職務では利⽤できない
・在宅勤務による光熱費や在宅勤務環境にお
ける個⼈負担

教職員

３）センターや⼤学の男⼥共同
参画取り組みに対する認知度

16



研究⽀援要員制度を
利⽤しなかった理由

ベビーシッター利⽤料等補助
制度を利⽤しなかった理由

⼦どもが⼩さい時には制

度がなかった

38.9%

保育者がおり、必要な

かった

8.3%

利⽤したかったが、使いにく
かった

16.7%

その他

36.1%

⼦どもが⼩さい時には制度が

なかった

25.0%

保育者がおり、必要な

かった

19.6%

利⽤したかったが、使いに

くかった

23.2%

その他

32.1%

センターの⽀援事業を知っていて対象だが、利⽤しなかった理由は︖

⼿続きの簡素化などが必要 17

研究職

研究職

取り組みの周知度

l男性職員の育児休業に関
する「出産養育休暇」

内容を知っている

24.6%

聞いたことはあるが、内容は知らな

い

41.0%

全く知らない

34.2%

その他

0.2%

l R4年10⽉から改正育児・介護休
業法に対応して実施されている
「出⽣時育児休業」

内容を知っている

18.7%

聞いたことはあるが、内容は

知らない

45.0%

全く知らない

36.3%

男性に関係する両⽴制度の周知度が低い
18

職員



本学男⼥共同参画（DEI)の取り組みへの認知度 19

質問 研究職 職員

東北⼤学ダイバーシティ・エクイティ＆インク
ルージョン（DEI）推進宣⾔ 45.9% 41.1%

男⼥共同参画委員会 61.8% 50.8%
男⼥共同参画推進センター 63.9% 73.9%
東北⼤学における男⼥共同参画推進のための⾏動
指針 35.4% 27.7%

澤柳政太郎記念東北⼤学男⼥共同参画賞（澤柳記
念賞） 29.6% 25.5%

東北⼤学優秀⼥性研究者賞（紫千代萩賞） 63.6% 51.1%

教職員

修正

４）DEI意識とニーズ

20



DEI認識 21

本学のDEIの取り組みに対する評価と認識(そう思う＋ややそう思う）
教員 職員

所属部局のハラスメント対策は⼗分 58.0% 44.7%

所属部局の同僚や上司はハラスメント防⽌のための認識を⼗分 69.5% 61.6%

教職員の多様な悩みを相談する⼗分な体制 52.2% 45.8%

無意識のバイアスに関する周知は⼗分 32.9% 20.5%

全ての構成員のダイバーシティ（多様性）が尊重されている 49.0% 31.8%

学内のマイノリティ（出産や育児、介護中の職員、障害者、性的
マイノリティ、外国⼈など）のための特別な⽀援やサポートは必

要 80.2% 74.0%

本学の両⽴⽀援は⼗分に機能している 47.6% 31.3%

本学の⼥性研究者⽀援は⼥性研究者育成に役⽴っている 60.6% 44.8%

本学のマイノリティ⽀援は公正である 52.7% 33.5%

本学が世界トップレベルの⼤学になることは嬉しい 87.4% 77.9%

教職員

修正

DEIニーズ 22

今後必要な⽀援について（必要と答えた％）

教員 職員

ワンストップ相談窓⼝ 35.2% 27.6%

ベビールーム・授乳室 38.5% 21.3%

放課後児童クラブ（常時・有料） 40.1% 18.9%

⻑期休み児童クラブ（有料） 41.0% 22.4％

DEI交流スペース 20.7% 12.1%

⼤学院⽣向け奨学⾦(育児中) 38.9% 22.7％

アンケートの報告書
に関しては
3⽉にHPに公開予定

教職員

修正

Ø 研究職は⼦育てに関連するニーズが⾼い
Ø 職員は相談システムに対するニーズが⾼い



Ⅱ。センターの取り組み
からの課題

23

⽀援対象が広がるにつれての課題 24

Ø⼦育て⽀援における対象者が多くなりつつある。
Ø⼥性研究者も増えている
Ø家族の形態、⼦育ての形態も多様化
⇨⽀援に当てられた予算は固定

両⽴⽀援と社会貢献⼥性研究者⽀援 ⼥
性
研
究
者
育
成
⽀
援



次世代育成の取り組みもより多様化 25

Ø 従来のサイエンス・アンバサダーを中⼼とした⼥性研究者中⼼の次世
代育成から「ジェンダー・エクイティ」「DEI」などを啓発するため
には対象を広げる必要性がある。

Ø 周知の難しさによって参加者を募るのが困難
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対 象

TUMUG⽀援事業

����ফ২スキルアップセミナー
全国ダイバーシティネットワーク東北ブロック�スキルアップセミナー
東北⼤学サイエンス・アンバサダー�スキルアップ研修

学会発表や講義に役だつ
オンライン技術セミナー

開催⽅法 オンライン（Zoom）

講 師

東北⼤学または
全国ダイバーシティネットワーク東北ブロック参画機関
に所属する教職員、学⽣・⼤学院⽣

⼤隅�典⼦�（'(,ਤ委員⻑）

お申込み

��⽉��⽇（）までに参加登録フォームからお申し込みください。
参加登録フォームURL︓
※お申込みにはパソコンメールアドレスをご使⽤ください。携帯電話会社のメールアドレ
スですと、設定により当センターからのメールが受信できない場合がございます。
※参加URL（Zoom接続）は、��⽉��⽇（স）までにご登録いただいたメールアドレ
ス宛にお送りします。メールが届かない場合は、下記アドレスまでご連絡ください。

登録フォーム

東北⼤学では「東北⼤学ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DEI）推進
宣⾔」として多様性、公正性、ෆၭ性を理念として掲げ、全ての構成員がダイバーシティ
を尊重し、かつ、全ての構成員のダイバーシティが尊重されるよう、意識啓発や環境・制
度整備を促進することを宣⾔し、⼥性教職員の積極的な採⽤や若⼿の育成などを⾏って
おります。

今回は⼤隅典⼦'(,ਤ委員会委員⻑が、オンラインの特徴を意識した資料作成やプ
レゼンのコツ等を解説します。オンラインでの学会発表や講義で役⽴つ内容となってい
ます。
多数の皆様のご参加をお待ちしています。

東北⼤৾'(,推進センター
Tel ︓022-217-6092� Mail�GHL�FHQWHU@JUS.tohoku.ac.jp

主催
お問い合わせ

※アーカイブ配信は⾏いませんので、あらかじめご了承ください。

東京医科⻭科⼤学⻭学部卒、⻭学博⼠。1998年より東北⼤学⼤学院医学
系研究科教授。2006年より東北⼤学総⻑特別補佐。2018年より東北⼤
学副学⻑、男⼥共同参画推進センター⻑。����ফ७থॱشশോભؚ੬
ਤ৩ভ৩শભ؛जखथ����ফ�াؚ੬ુਤ
७থॱشಌपൣःؚ'(,ਤ৩ভ৩শ؛専⾨は神経発⽣学、分
⼦神経科学。著書に『脳からみた⾃閉症』（講談社ブルーバックス）、
『脳の誕⽣』（筑摩書房）、『理系⼥性の⼈⽣設計ガイド』（講談社ブ
ルーバックス）ほか多数。

KWWSV���[�JG��DP1/

 第１回JASS&SA合同セミナー 

 女性研究者の海外キャリア 

 本セミナーは、スタンフォード大学日本人研究者の会である  JASS  と、次世代の 

 研究者を目指す小中高生に女性研究者のロールモデルとして科学の魅力・研究 

 のおもしろさを伝える活動をしている東北大学  サイエンス・アンバサダー(SA)  に 

 よる、  科学の更なる発展のための女性研究者の海外進出支援  を目的とした合同 

 セミナーです。 

 2023  年  9/22  (金) (カリフォルニア時間) [  9/23  (土)(日本時間)  ] @Zoom 

 18:00[  10:00  ]–  JASSとSAの紹介 

 18:10[  10:10  ]–  モデレーター・ゲストパネラー自己紹介(略歴は次頁) 

 ●  井口美晴さん (  Ph.D. student, Yale University  /Co-Founder, JASS  ) 
 ●  井上清香さん (  Basic Life Research Scientist, Stanford University  ) 
 ●  武末江莉さん (  Postdoc, Stanford University  ) 
 ●  千坂 知世さん (  Visiting scholar, Stanford Univ.  /東京大学学振PD  ) 

 ●  塘 陽子さん (  Visiting scholar, Stanford University  /九州大学助教  ) 

 18:30[  10:30  ]–  パネルディスカッション：  「海外でキャリアを積むための戦略」 

 20:00[  12:00  ]  セミナー終了 

 （  SpatialChatでネットワーキング  ） 

Ⅲ。まとめとしての提⾔
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誰もが主役になれるようにー個とコミュニティ両⽅へのサポート 27

Ø属性や性⾃認などの多様な学内マイノリティをどう包摂
するのか

n まずは受け⼊れる安⼼感を与える仕組みが必要
・ワンストップ相談システムなどの検討
・窓⼝だけ⼀元化し、相談そのものはこれまでどおりに
・普段から各サポート主体との連携が必要

n 個⼈へのサポートの他にコミュニティ⽀援も必要
・ピア・コミュニティやアライグループの育成とその活動
などの⽀援

・TUMUGオンライン・ランチミーティング後の⼦育て男
性教職員からの要請︓横を繋げてほしい


